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(12) プナ (FaguscrenaωBL.)とイヌブナ (F.jzponica MAXIM.)の方言
小泉源一博士によれば仰，表日本のプナは裏 目本のブナとは異り，コハブナ (F.tmdulata 
BUERG.) と呼ぶ別種に属するものとされたが， これは必ずしも学界の定説となってはし、な
L 、ょうであるし，少くとも方言調査の上では区別する必要がないと思う ので，ブナ属の樹

















* Contributions from the Laboratory of Applied Botany， Faculty of Agricultu陀， Yamagata 
University. No. 26 (Oct. 1953) 
H 山形大学紀要自然科学)2 : 313-324 (1953) 
(1)小泉源一:コ ハプナ(楠物分類地理 8: 139-140， 1939).，林弥栄 :プナとコハプナの分布団
太植物学会第18回大会講演要旨，1953) 
(2)前川丈夫:リヨウプの語源はソ パノキか?(植物研究雑誌 23:62←63， 1949) 





















(日田)，宮崎(児湯) 静岡(遠江地方)， 滋賀， 愛媛 (中予地
ソパグリ秋田(大館)，山形(西国)1[，飽 方)
海) ヤシャ 静岡(伊豆地方)
ツパグ)L.ミ 秋田(大館) ヤマエノキ 宮崎(西諸県)
ソパノキ山形(西田川郡福栄村の老人間 ヤマプナ愛媛(中予地方)






























































(14) キブジ(皮切hyur'uspraecox SIEB. et ZUCC.) の方言
キプシは東北地方の山野に普通に生ずる雌雄異株の落葉潅木で，校や細L、茎から白色で
$牧野富太郎:マ γサグの語源愚考(牧野植物混混録 5: 83-85， 1947).細井幸兵衛:三陸地方組









アカウツギ 青森 (下北)， 秋田(大館，北 ジイノキシパ 秋田 (北秋田，山本，仙北)
駄田) ジシパ 青森(下北)
アカジパ 青森(中津軽)，秋田(大館，北 ジッキ 青森(陸奥地方)， 岩手(陸中地方)
秋問) ジッキタンパ 敵国(鹿角)
アサダ高知 (香美) ジヌキジパ 青森 (東津軽，上北)
ウツギ福井(大野) ジヌギシパ 秋田(北駄目，山本)
ウメナ高知(幡多) ジノキ 青森(上 ・下北)
カサギ高知(香美) ジノキジパ 駄回 (北秋田)
カサグ香川r(綾歌)，徳島(河部) ジノギシパ 青森(北 ・中津軽)
カサナギ呑)1r (安芸 ショ ーフタ 新潟(岩崎)
カサナブシ 高知(安芸) シロツキデ柑
カサンダ 香川(香川) スイキ 秩田(イ山北)，山形(最上)
クロガネ高知(安芸) ズイァボ静岡筒伊豆)
コゴメ ノキ 高知 (長岡) ズイヌキシパ 青森(上北)
コメジパ 秩回 (仙北 ズイノキ 山形 (西置賜)，新潟(刈羽)，福


















































i マ メブシ岩手(岩手，上閉伊，稗貫)，宮 ヨメナノキ高知(高岡)







に対するアイヌ名は，その果実名が基本型で， sikerpe (北海道会道)叉は sikerepe(樺太
真岡)であれ木そのものは sikerpeのなる木 (nilの形で示され sikerpe-ni(北海道全道)日
叉はsikerepe-ni であると云う.
シコロベとかシコノへ等の方言を此等のアイヌ名からの転説と考えるのは当然で，貝原屯













sikerepaniと呼び，その果実 (turex)を sikerepani-turex と呼ぶと云う.然しこれも根

















オイヘギ 岡山(美作地方) 上閉伊，二戸，岩手，東磐井)， 秋田(麗
オーシキ 岩手(和賀) 角，北秋田，仙北， 山本，雄勝)，山梨，
オーバク 岩手(岩手， 気仙， 釜石，下閉 滋賀
伊)，新潟 (中蒲原)，岐阜(飛弾地方)，三 シコロベ 秋田 (山本)
重 (紀伊地方1，和歌山(紀伊地方) シコロベ 駄回 (山本)
オ-1::ユキ 岩手(和賀)，秋田(鹿角) シッコ 青森 (三戸)，岩手(岩手)
~~ヘギ鳥取(因幡地方)，岡山(備中地 ジッコ/キ 青森 (三戸)，山形(北村山)
方) ジロツベ 秋田(北秩田)
オ乞キ岩手(気仙) スコロ 青森 (西津軽3 下北)， 岩手(九戸，
オヘギ 岡山(美作地方) 下閉伊，稗貫)
カネノキ新潟(南蒲原) スッコノギ 岩手(釜石)
キガカワ 鳥取(因幡地方) スツコノ《 岩手(釜石)
キャーラ新潟 (刈羽) タンパ 駄田(平鹿，雄勝)
コーチン富山 テガキ 島根 (石見地方)
サンゼンヅー 岐阜(飛弾地方)， 埼玉，静 三ガキ山形(最上)，島根{石見地方)
岡(駿河 ・遠回也方) 乙コ 岩手(岩手)
ジコ 青森 {上北，三戸)，岩手(岩手) 包コノキ 岩手(稗貫)




シコノへイ 岩手(上閉伊) 号へ 青森 (南 ・中津軽)
シコロ 青森(会県下)，岩手 (九戸，和賀 ミヨ ーセン 長野 (北安曇)




*牧野富太郎 :断枝片葉 (其三十)みよ うせん(植研 5: 206， 1928)・武田久吉:民俗と楠物，p. 
30-32 (1948) 
320 







オースケノキ 熊本 (南関) 野，小浜)，徳島 {海部)
ガギ 岩手 (和賀) 三ベノキ和歌山(東牟婁)，高知(安芸)
ガギノキ 岩手(和賀)



















サワフタ 青森(上北， 三戸)， 岩手(下関
伊)








































*地名のらげてない方言は刈米達夫:製紙用の粘料楠物 (植研 5: 98， 1928)より引用したもの.
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ガヤ 静岡，長野 (松本， 上回)，岐阜，岡
山， 香川[(香)1 [)， 愛媛 (上浮穴，新居)，高
知(長岡，高岡，幡多，安芸)













(18) イヌガヤ(Cephalotaxωdrupacea SIEB. et ZUCC.) 











イヌタソマツ 青森(下北) ジヨーブ 青森(全県下)，岩手(全県下)，
オーギガヤ 茨城 (石岡) 秋田 (北秋田，仙北，河辺)，宮城(全県
オトコガヤ 長野 (上回) 下)， 新潟 (北蒲原)















ショーブシパ 青森(中・ 南津軽， 上北，
下北)，岩手(岩手)




ソープ 青森 (下北， 上北，東 ・西 ・北津
軽)
ソープクパ 青森 (南津軽)
ソーブノキ 青森 (西津軽)， 秩田 (北秋田)










包ヨービ 山形 (北村山)， 福井 (大野)
己ョーブ 秋田 (仙北)，山形(西置賜)，宮
城 (刈田)， 長野 (下水内)，静岡
ヘイベ和歌山 (那智山)
へダマ 秋田(大館)， 静岡 (秩葉山)， 愛知
(北設楽)
《ツタマ 岩手 (東磐井， 気仙)，宮城(本
吉，カ日美，黒)[[)，福島{会津)， 茨城，静
岡

































4-2 : 34-39， 1953) 





1953-4 : 26-31， 1953) 
3) 一一:三陸地方のコゾウナカセ，ムコナカ











36 山形大学紀要 (農学)第l巻 第4号
2)藤井竜之助 :石川護紀之尉翁 I庵の手なベl
中に用いられている植物方言(自然科学と
博物館 18巻 277-279，1951) 
3)藤田秀司:四ヅ小屋附近の楠物方言 (1948)
4)賀川武雄 :秋田県下に於ける楠物方言につ




(稿研 17巻 483-484，1941) 
















2)一一ー :イワ タラとツチタ ラ(植研 27巻 147，
1952) 












て (山形農専研究報告3号 1-49，1950) 
9) ーー:山形県の楠物方言，1-2 (山形農林学














4)一一 :毒茸の方言調査にけもも 9号， 1933)
5)細井幸兵衛 :三陸植物雑観(青森林友 1953









本の言葉 1巻 87頁，1947) 
10)松田岩平:岩手県気仙郡上有住村の植物方
言 (方言と土俗1巻 68頁，1930) 
11)村井三郎 :岩手県針葉樹木詑 (岩手植物研
究 1巻 Z号 16-51頁，1932) 
12)一一三陵地方のカパノキ科樹木{向上3
号 7-26頁，1932) 
13) 小笠原謙吉 :煙山の植物方言 (方言と土俗
1巻 101-106頁，1930) 
14)佐 h木喜一 ・陵中国九戸， 謄沢，汀刺郡辺
の椋物方言一斑(栢研7巻 261-265頁，1931)
15)笹村詳二:岩手県遠野植物方言集 {方言と















もも 10号 3-5頁， 1932) 
22)一一:九戸郡の翁草の方言分布図(方言と
土俗1巻 263-271頁， 1930) 
23)一一一:岩手県の翁草と遊戯と方言(方言と
土俗4巻 1-9頁， 1933) 
24) 一一:植物方言と児戯(岩手毎日新聞昭和












手植物研究 1巻3号 1-26頁， 1932) 
3) 前川文夫:ヤマブキショウマの食用(植研










1) The local names of Fagus cre削 taBL. and F. jα:ponica MAXIM.， HCl1namelis 
japonicc/' SIEB. et Zucc. and H. obtus2ta MAKINO， 8t1，chyw・uspraeco.T SIEB. et Zucc寸
Phellodendron a川 urenseRUPR. var. suberosum HARA， Hydrange1， paniculata SIEB.， Torreya 
nucifera SIEB. et Zucc. and var. -radic2J1S NAKAI， Cephalotaxus drupacea SIEB. et Zucc. 
and var. nana REHD. are enumerated in this paper. 
2) According to the writβr's investigation， many ancient. names are stil kept 
in Tohoku district. 
3) Among the local names of Phellodendronαmurense RUPR. var. st.beJ'OS'Um HARA， 
we can find several names originated from the Aino. 
325 
